
４ ７ だ よ り
（１） 第８９号 令和５年８月号

第 １ 次 連 隊 野 営
（５月２４日～２７日 あいば野演習場）

８７ＡＴＭ射撃の瞬間

８１ｍｍ迫撃砲射撃の瞬間

観測中の前進観測陸曹

７６ｍｍ発射発煙弾射撃の瞬間

１２０ｍｍ迫撃砲射撃の瞬間

あいば野演習場において各種練成射撃を実施し、常備自衛官・即応予
備自衛官の連携を強化しつつ、部隊の射撃能力の更なる向上を図ること
ができました。

多

種

多

様

な

射

撃

を

実

施



４ ７ だ よ り
（２） 第８９号 令和５年８月号

団 記 念 行 事
（４月２９日 大津駐屯地）

大津駐屯地において、中部方面混成団記念日行事が行われました。
３年ぶりの一般公開となり、約５２００人の来場者をお迎えし、混成
団・連隊として威容を示しました。

団 記 念 行 事
（４月２９日 大津駐屯地）

威風堂々！！第４７普通科連隊

整列する各中隊

観閲行進①

観閲行進② 来賓の受付をする隊員

原 村 演 習 場 整 備
（５月２９日～６月９日 原村演習場）

１２日間に渡り行われた原村演習場整備では、さまざまな気象条件
の中で各隊員は健康管理・事故防止に留意し任務を完遂しました。

悪天候の中、草刈をする隊員

悪天候の中で草刈中の隊員

激励品を渡す連隊長 激励品を渡す最先任
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（３） 第８９号 令和５年８月号

連隊本部第２科を中心に各中隊から隊員が集まり情報処理訓練を実
施し、各人の情報処理能力の練度向上を図りました。

連 隊 情 報 処 理 等 訓 練
（６月１２日～１８日 海田市駐屯地）

令和５年度情報・物品管理検査
（６月５日～８日 海田市・善通寺駐屯地）

情報・物品管理検査を受検し、各検査ともよい評価を頂きました。
連隊は引き続き合規適正な情報・物品管理に努めていきます。

行政文書の点検を受ける第２中隊

土工具等の状況を確認される混成団長

混成団長に状況報告をする連隊長

所見開陳を受ける各隊員

副連隊長に状況報告をする第２科長

敵情解明のために活動する隊員

連隊長による訓練視察

敵に対する火力発揮のための調整をする隊員
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（４） 第８９号 令和５年８月号

施設作業小隊・第２中隊２名の隊員は、渡河訓練場において舷外機
の取扱い及び偵察用ボートの運行要領について訓練を実施しました。

発災から緊急登庁・第４中隊を長とする多目的支援隊の編成・出動
準備から・救助活動までの一連の行動を練成し、災害時における初動
対処能力の維持・向上を図りました。

施設作業小隊 渡河・漕舟訓練
（６月１７日 原村演習場）

防 災 応 急 対 処 訓 練
（６月２３日 海田市駐屯地・原村演習場）

乗船する連隊長

各ボートの運行要領を訓練する隊員訓練概要の説明を受ける連隊長

息を合わせて漕ぐ隊員

部隊当直より指示を受ける各中隊当直

命令下達する連隊長 行方不明者の捜索にあたる隊員
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（５） 第８９号 令和５年８月号

広島文化学園短期大学の学生に対し体験試乗等を行い、自衛隊に対
する理解を深めて頂くとともに、連隊のＰＲを実施しました。

本部管理中隊を担任中隊とし駐屯地所在部隊協力の下、技能公募予
備自衛官の招集訓練を実施し、各職種別及び射撃練度の維持・向上を
図りました。

第 １次技能公募予備自衛官
（６月２７日～７月２日 海田市駐屯地）

部 隊 の 魅 力 発 信
（７月１３日 海田市駐屯地）

大型車両回収を訓練する技能公募予備自衛官

訓 練 開 始 式

拳銃射撃中の技能公募予備自衛官

体験試乗中の学生

敬礼で感謝を伝える学生装備品に興味深々の学生
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最 先 任 上 級 曹 長 交 代 行 事
（８月１日 海田市駐屯地）

（６） 第８９号 令和５年８月号

第２中隊は、中隊長離着任行事を行いました。前中隊長の冨山１尉
は連隊本部第１科長に上番し、新たに第１１代中隊長に逢澤３佐が上
番しました。

連隊は、最先任上級曹長の交代行事を行いました。前最先任多田准
尉は第４中隊に部内異動し、新たに第８代最先任上級曹長として松本
准尉が上番しました。

第 ２ 中 隊 長 離 着 任 式
（７月３１日・８月１日 海田市駐屯地）

連隊長から紹介を受ける冨山１尉

き章を返納する前最先任多田准尉

連隊長に申告する前最先任多田准尉と新最先任松本准尉 き章を授与される新最先任松本准尉

着任の辞を述べる逢澤３佐離任の辞を述べる冨山１尉
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（７） 第８９号 令和５年８月号

初めまして！Ｒ４年度より４中隊に配属されました山
本即応予備陸士長です。
原隊は姫路駐屯地の第３特科隊の本部管理中隊で有線

通信手をしていました。
現在は、兵庫県姫路市、神戸市を中心に鉄骨鳶の職人

として建築業に携わっています。
即応予備自衛官になって元より希望していた戦闘職種

として訓練に参加出来る事を大変嬉しく思っています。
まだまだ分からない事ばかりですが、部隊、日本の国

防に貢献出来る様に頑張りますのでご指導ご鞭撻の程よ
ろしくお願いします。趣味はサバイバルゲームと映画鑑
賞です。
若手らしく元気とやる気全開で頑張ります！

連隊の皆様こんにちは、第１中隊片山曹長です。今回は、私
の趣味の１つと言うことで、「四国健康村」について紹介させ
て頂きたいと思います。私はストレスが溜まったら宇多津町に
ある四国健康村の温泉に入って体を癒しストレスを発散してい
ます。１階には、大浴場、大衆演劇があり、２階には休憩場、
お食事処があります。特に私がこの四国健康村にハマった理由
ですが、始めは、温泉に入りゆっくりと体を癒してたのですが、
他にも癒せる事はないかと回りを確認して見ると、ふと大衆演
劇の座長さんの顔写真が掲示してあり、ちょっと寄って見たの
が、きっかけで始まりました。温泉で癒し、大衆演劇で癒し一
石二鳥と言った所でしょうか！またこの大衆演劇ですけど、月
一で劇団が変わり観客を楽しませてくれてます。大衆演劇と言
えば、梅沢富美男座長が有名ですが、他全国を回っている劇団
も個性あり、笑いあり、涙ありと結構癒されます。皆様もお近
くに、こういった施設があれば是非行ってみては、いかがで
しょうか？癒されますよ！最後に、「ここ四国健康村が好きで
す！！」 「アディオス！」

今年の夏で広島県に来て２年経ちましたが、今
回家庭の事情で山口県に帰る事になりました。
最初は、なかなか広島での生活に馴染む事が出

来ずに苦労をしましたが、主人が休みの日には宮
島の厳島神社や原爆ドームなどを観光したり買い
物に出かけたりなどして、少し時間はかかりまし
たが広島での生活に慣れる事が出来ました。また
トイプードルを１匹飼い始め、気付けば２匹に増
え生活は明るくなりました。
わずか、２年間という短い期間ではありました

が主人共々大変お世話になりました。また、どこ
かで見かけた際には声をかけて下さい。
ありがとうございました。
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（８） 第８９号 令和５年８月号
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。東 １曹 井上２曹 長船曹長 野口１曹


